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前半の３年間 ⇒ 前期課程
後半の３年間 ⇒ 後期課程

○全員が同じ教育課程を受けられる
○高校入試がない

入試

（４学級）

１つの教育課程

市立稲毛高等学校・附属中学校

③
普通科（５学級）

＜外進生＞

①
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現在（併設型中高一貫校）

④
国際教養科
（１学級）

Ｈ１９から併設型中高一貫教育校としてスタート

入試

入試

②
高２までは
別課程

＜内進生＞

４つの教育課程

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉市立稲毛高等学校・附属中学校の改革の方向性及び教育の基本的な方針 

グローバル・リーダーの育成を継承した中等教育学校への移行 

１ 方向性 

２ 改革の視点 

○ 附属中学校の入学者選抜の倍率が依然として7～8倍であり、 

中高一貫教育への市民ニーズに対応することが必要である。 

 

○ 中高一貫教育の特性が現状よりも生かせるよう、より一層の 

充実を目指した中高一貫教育の効率化及び質向上が求められ 

ている。 

＜イメージ図による整理＞ 

資料２－３ 

市立稲毛高等学校・附属中学校においては、社会情勢や市民ニーズなどから、高校からの入学者を取らない「中等教育学校」に移行し、現在の中学校・高等学校を通した6年間の一貫教育の充実を図る。 

３ 教育の基本的な方針 

１ 教育課程上の特例を活用した特色ある教育課程の編成 
  ⇒ 前期課程と後期課程間の指導内容の移行を柔軟に行い、学習内容を深め、幅広い教養 

を身に付けた人材を育成 
 
２ 6年間の学びの連続性を生かし段階的に問題解決能力等を身に付ける探究活動の実施 
  ⇒ 大学や企業等と連携し、地域課題やグローバルな社会課題をテーマに国内や海外でフ 

ィールドワークや研究を行い、グローバル・リーダーとして必要な資質能力を育成 
 
３ 多文化共生社会の一員としての視野が広がる教育環境づくり 
  ⇒ 外国人教員の配置、留学生の受入れ、外部人材の活用を積極的に行い、英語教育を充 

実させ、英語でディスカッションできる人材の育成 


